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カビール『ビージャク』和訳余滴（4）

はじめに

ワサント

橋 本 泰 元

本稿は前稿に続いて、既刊の拙訳『宗教詩ビージャクーインド巾世民

衆思想の精髄』呼 几桂「東洋文川」703、2(02豹 において、いくつかの

理由によって省略した部分、すなわち第2 番目の「サバド」（正師のこ

とば）の後半に置かれており、バナーラス市以東でビハール升|四部地

帯の民衆の歌謡の形式で著わされているとされている詩篇8 箇のうち、

第4 番目の部分をテクストを示して翻訳したものである。

なお各々ワサントの番号は底本のものである。なお訳注略号等は、

上記拙訳書を参照頂きたい。

サバド5sabada5ワサントvasanta

(1)

Jakebar 油amasavasantahoya/lakeparamarathabujhaibiralakoya//

十二ヶ月が春である、その真実義を稀なる人しか理解できず。

barasaiaginiakhandadhara/hariyarabhaubanaatharahabhara//

火が不断の流れとなってあめふり、新緑が十八バールの森となった。

〈注〉「バール」とは、nss な どの辞叫によれば竹製の人秤棒の両端に担げる荷物

の重さの意味であるが、意味が通じない。BTM は宗 派内の伝統的解釈に

従ってたいへん人きな単位の数と理解しており、BPP は すべての績物の意

味に理解している、いずれにせよ、文脈から判断すれば、この ・行の後半
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は「新緑がたいへん大きな森となった」という意味に考えられる。paniyaadaradharaniloya/paunagahaikasamalinadhoya//

人 々 は水を大切 に保持し 、風を捉 えて 〔身体 の〕 垢を払 い落 とす。

binutaravaraphuleakasa/sivavirancatahafnleibasa//

樹がなくても虚空に華が咲き、シヴア、ブラフマーはそこに住す

sanakadikabhulebha ぼvaraboya/lakhacaurasijoina μ）ya//

サナカ四人兄弟は蜂〔の如くその〕香に〔我を〕忘れ、八四〇万のヨー

ニに堕ちる。

〈注〉後半句のioyaは辞典によれば「妻」の意味だが、文脈から「堕ちる」と訳した。

jotohisatagurasatalakhava/tatenachutecaranabhava//

おまえに正師が真実を示したならば、それによって〔正師の〕御足への

帰依の念は止むことなし。

amaralokaphalalavaicava/kahahikabirabujhaisokhava//

不死なる世界の果報を得ようと熱望せよ、カビールはいう、〔それを〕

理解すれば〔果報を〕得られる。

（2）rasanaparhilehusrivasanta/bahuriJavaparabehujamakephanda//

舌を〔使って〕読み吉祥なる春をつかめ、〔さもなくば〕再びヤマ （閻魔）

の罠に堕ちよう。

〈注〉前半句の意味が郊解であるが、BTM は 「舌を使ってラームの名り・を念誦し

至高の境地を獲得せよ」と解釈している。

merudandaparadankadmha/astakamvalaparacarilinha//

〔ヨーガ行者は〕背骨に針を刺し、八蓮華を輝かした。
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〈注〉諸註 釈書の解釈によれば、ハタ・ヨーガの行者は、脊椎の会陰部に潜在し

ているエネルギーであるクンダリニーを行法によって覚醒させ、脊椎内部

に想定された中央脈管スシュムナー内と途中にある蓮華として象徴される

神経叢（チャクラ）を通過させて、頭頂あたりに想定されるブラフマ・ラ

ンドラ 汗梵の洞穴］）に到達せしめる。すると、男性原理であるシヴア神

と女性原理であるクンダリニーの冥合が成就し、不断の光輝が発するとさ

れている。

brahmaaginakiyoparagasa/aradhauradhatahambahaibatasa//

ブラフマンの智火が発し、下方と上方の気息がそこに流れる。

〈注〉BTM は、 ハタ・ヨーガの行法の次第からすれば、この一一行の前半と後半の

句は書写生によって誤記されたと解説している。後半肩 の意味は、訓息法

によって吸気と呼気が一括になった状態、すなわち呼吸が非常に安定した

状態を述べている。

naunariparimalasoga 南va/sakhipamcatahamdekhanadhava//

九人の女は芳香の堆積〔をなし〕、五人の女友達がそこを見ようと急く≒

〈注〉諸注釈書は、「九人の女」を九本の脈管、「芳香の堆積」を真我（アートマ

ン）、「五人の女友達」を「色・声・香・味・触」という五知覚器官の対象、

あるいは五知覚器官そのものの意味と解釈している。

anahadabajarahalapuri/tahampurakhabahattarakhelaimdhuri//

奏でられざる音が響き渡り、そこで七十二の結節をもつ男が色粉遊びを

する。

〈注〉BTM は、二元の合一一によってヨーガ行者には世界の根源皆（ナーダ）が聞

こえ、それによって行者は歓喜にうち震え恍惚となると解釈している。後

半句の「色粉遊び」は、春の到来を喜ぶホーリー祭に祝われる遊びである。
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mayadekhikasarahyohaibhuli/jasavanasapatirah 目laiphuli//

〔世問の人は〕マーヤー(現象世界) を見てなぜ誤っているのか、植物が〔刹

耶だけ〕花咲いているかのようだっ

kahaikabirayaliaharikedasa/phaguvamangaibaikunthabasa//

カビールは言う、このハリ（神）の奴僕は、春祭りの返礼としてヴァイ

クンタ天界での居住を望む．

（3)

maimayomestaramilanatohi 函/rituvasantapahiravahumoh 臨//

私は来た、偉大な人（神）よ、汝に会いに。春の季節〔の装い〕を私に

着せよ。

Iambipuriyap 山china/siitapu-anakhuntatina//

長い経糸、〔それを張る〕細い籐枠、紐は古く釘は三本。

saralagetehitinasaisatha/kasanibahattarala 如gantha//

そこに三百六十本の葦茎を付け、縛って七十二個の結び目を付ける。

khurakhurakhurakhuraca ］ainari/baithijolahinapalathimari//

カラカラ、カラカラと〔緯糸を通す〕紆が動 き、ジュラーハー（職工）

の女がどっしりと座っている。

uparanacaniyamkaratakora/karigahamamduicalatagora//

上で紡錘が踊り、織機のなかの二本の足 〔踏み板〕が勤いている。

paificapacisodasahumduara/sakhipamcataha 函racidhamara//

五、二十五、十の門、五人の女友達がそこで騒ぎを起こす。

〈注〉諸注釈書によると、「五」は地・水・火・風・空の斤人元素、「二十/ミ」は根

本原質（プラクリティ）から開展するニト五原理、「It.人の 女友達」は:/廿日

覚器官の意味である。「騒ぎ」の原語には、春祭りのホーリーに歌われるダマー

ルというj言佃 意味もある。
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rangabiraiigipahiraicira/harikecaranadhaigavaikabira//

様々な色の衣服を着て、カビールはハリ( 神)の御足に額づき〔讃え〕詠う。

(4)

burhiyaha 吊sibolimaimnitahi 拓bari/mosetarunikahukauninari//

老婆が笑って言った、私はつ ねに乙女。、私より若い女がどこにいる。

dantagavemorepanakhata/kesagavemoreganganahata//

バーンを噛んで私の歯はなくなり、ガンガー川で体浴して髪もなくなった。

〈注〉［バーン］は、新鮮なキンマの歯の襄側に暗褐色の阿仙薬の濃い水溶液（カッ

ター）と水に泌した消石灰（チューナー）を塗り、絹かく刻んだビ ンロウジュ

の実を三角形に包んだ、川中清涼のための嗜好lUL

nainagayemorekaiaradeta/bayasagayeparapurakhaleta//

眉墨を塗って阻がなくなり、他人の男と交わって歳もとった。

janapurakhavamoraahara/anajanekakarau ぷsihgara//

男たちの命が私の食物、無知なる者のために私は化粧をする。

kahahikabiraburhiyaanandagaya/putabhatarahimbaithikhaya/ ノ

カビールは言う、老婆は歓喜〔の歌〕を歌って、息子と夫を貪り喰らう。

（5）tumabuihabujhapanditakauninari/kahunabyahalihaikumari//

お 主え理解せよ、理解せよパンディット（学僧）よ、〔こ の〕結婚せず

に未婚の女は訓だ。

sabadevanamillharihi ぷdinha/cariujugaharisaiigalinha//

すべての神々は一緒になってハリ（神）に〔この女を〕与え、四ユガ（劫

期）のあいたハリは一緒にいた。
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prathamapaduminirupaahi 函/haisampinijagakhedikhahim//

最初に〔この女は〕パドミニー（蓮華女）としてやって来て、蛇女となっ

て世間〔の人々〕を追いかけ食い尽くす。

ibarajovata6baranahim/atiretejatriyarainitahim//

に の女は〕この花婿、あの花婿といって探すが見つからず。彼女〔の欲望〕

の輝き〔はいや増い 夜は更ける。

kahahikabirayejagatapiyari/apanebalakabahi 函rahalamari//

カビールは言う、この女は世間にとって愛しいが、自分の子供たちを殺

していた。

(6)

maimoremanusaatisujana/dhandhakutikutikaratabihana//

母よ、私の夫はとても良い人、米を橋いて翌朝まで仕事をする。、

barebhorauthiariganabadhu/barekhancalegobarakadhu//

夜明けに起きて庭を掃除し、大きな庭をもって牛糞を集める。

basibhatamanuselihalakhaya/baraghailalivepanikoJava//

残った米飯を喜んで食べ、大きな甕をもって水を汲みに行く。

apanesai 函yakimaimbandhugip 財a/laibecumgihatehata//

私は、主人の服を着て、市場から市場へと売って歩こう。

kahahikabirayeharikekaja/joiyakedhikarahikaunilaja//

カビールは言う、こ れはハリ（神）の所業。女には何の恥じらいもなし。

（7）gharahimembabulabarhalirari/uthiuthilagaicapalanari//

旦那よ、家に静いが増えたノ|生悪女が〔評いを〕ことあるごとに始めた。

-
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ekabariJakepancahatha/pancomkepacisasatha//

一人の年増女には五本の手があり、〔その〕五本に二十五〔本の手が〕ある。

pacisabatavaimauraaura/aurabatavai ふkaikathaura//

二十五よりももっと多くあるといい、他〔のもの〕は別の場所を教える。

antaramadhyeantalei/jhakaihorijhorajivahimdei//

〔その女は〕内・中・後に連れて行き、個我を揺さぶりうちのめす。

apanaapanacahaimbhoga/kahukaisekusalaparihaimioga//

自ら享楽をのぞんで、言ってみよ、どうして巧くヨーガを修せようか。

vivekavicaranakaraikoya/sabakhalakatamasadekhaiifiloya//

分別・熟考をする者なく、世問の人はみな見世物を見る。

mukhaphariha 乱seravarahka/tatedharainapavaiekoaiika//

王侯・貧者は大目を開け笑い、そのため要点をひとつも得ず。

niyarenakhojaibatavaiduri/cahu ぶdisibagulirahalipuri ／

近くを探さず遠くに〔ある〕と言い、四方にあまねく〔罠の〕網が拡がっ

ている。

lachaaheriekajiva/tatepukaraipiiipiu//

何十万もの猟師にひとつの個我、そのため〔個我は〕助けてと哀願する。

abakibarajohoyacukava/kahahikabirajakopuridava//

たった今〔感官の享楽を〕止めれば、カビールは、その技は成功だと言う。

(8)

karapallavakebalakhelenari/pa 回itahoyasoleivicari//

手の指の力で女はもてあそぶ。パンディットならば、それを考えてみよ。
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kaparanapahireraheughari/nirjivasedhaniatipiyari//

衣 服 を着 ずに裸でお り、女 は非 情 （物）に とて も執 着する。

〈注〉諸注釈書は「女」を「マーヤー（幻力ないし現象吐外の質料因）」と解釈

している。

ulatipalatibajutara/kahumaraikahuubara//

上へ下へと手拍子をならし、誰かを殺し誰かを救う。

kahaikabiradasanakedasa/kahusukhadekahunirasa//

奴僕のなかの奴僕カビールは言う、〔その女は〕誰かに楽を与え誰かに

絶望を与える。

(9)

aisoduralabhajatasarira/ramanamabhaJLilagutira//

このような得難い身体がなくなってしまう、ラームの名号を念誦して彼

岸に達せよ。

gavebenuballgaveka!sa/durajodhanakoburobamsa//

ヴェーナとバリは逝き、カンサも逝った。ドゥルヨーダナは家系を潰した。

prithugaveprithamikerava/tiravikaramagayerahenakava//

プリトゥヅイーの王プリトゥは逝き、三歩で世界を閥歩した休儒（ヴァー

マナが逝き、誰もいなくなった。

〈注〉『バーガヅアタ・プラーナ』によれば、「ヴェーナ」はアンガ王とスニーター

妃の子として牛。まれたが、性忠で遊んでいるとき了供たちをいじめ、動物

を矢でむやみに殺していた。アンガ十は彼を諭したが失敗し、性忠息子よ

り血筋途絶のほうがましだと考えた。しかし、暫くして王は考え直して出

家を思い立った。ある夜、王はすべてを棄て森に旅立った。人臣や帝師らは、

ヨーガの本質を知らない人びとが自分の心にひそむ真実在をそとに探して

いるかのように、森に王を探し歩いた（4.13.48） しかし、結局、丁。を見つ
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けることはできなかった。

帝叩たちは大臣たちの同意:を 得ないで、王国に混乱が拡がらないように

とヴェーナを王位に就けた。しかしヴェーナは王位に就くと増長し、臣民

を苦しめるようになった。そこで、ブラーフマン（バラモン）たちは彼を

株殺した。工が不在となり再び臣民のあいたに混乱が生じたので、学憎た

ちは「ヴェーナには子供がいない。ブラーフマンたちが殺してしまった。

彼の遺体が横たわっている」といって妙案を考え出した、彼らはヴェー

ナの太股を擦ると真っ黒い男児が出てきた。ブ`ラ ーフマンたちがその舅児

に「座れ」（サンスクリット語で「ニシーダ」）と命じたので、その男児は

「ニシャーダ」と呼ばれるようになった（4.14.45）。それから、ニシャーダ

というジャーティ（民族）が生まれた。さらにブラーフマンたちがヴェー

ナの腕を擦ると、アルチという女児とプリトゥという・リu児が心まれた

ぱ!5 ふ2）。プリトゥは信仰心が篤かったので、ブラーフマンたちは彼を王

位に就けた。

プリトゥが王位に就いた時、臣民は飢饉に苫しんでいた。プリトゥ上

は人地の女神プリトゥヴィーに穀物を産み出すよう命じた。しかし、プリ

トゥヴィーはそのi:i葉に気を払わなかった。プリトゥは怒って矢を番えた。

するとプリトゥヴイーは雌牛・となって逃げた。ところがどこにも避離でき

なかったので、結局プリトゥの許に庇護を乞うた。それからプリトゥはス

ヴァーヤンブヴアというマヌ（人始祖）を仔牛に変えて、雌牛となってい

るプリトゥヴィーから穀物や薬草を搾り出した。プリトゥエは、その後、

百回、馬祀祭（アシュヴァメーダ・ヤジュニャ）を執り行った。そして後に、

下は占行を行い他界した(4.15-23 ）。

丁。バリは、祖父プラフラーダ、父ヴィローチャナの了・で布施の仰業を債

み、厳しい苦行の結果、天路の将インドラを凌ぎ三界を支配するに至り、

神々を恐怖に陥れた。神々はヴィシュヌ神に保護を求めたので、ヴィシュ

ヌ神は休儒（ヴァーマナ）となってバリの前に現れ、ぐ歩分の上地を請う

た。バリは休儒の姿を見て安心して、それを認めた。するとヴァーマナは

忽ち口人:な姿となって二歩で天と地を取り戻し、もう ー歩で全世路を支配

しようとした。しかし、バリの親切心とプラフラーダの徳行に免じて地界

をバリに残してやった。

カンサはマトゥラー国王ウグラセーナの正嫡であった、。彼は父王の敵対

者マガダ国王のジャラーサンダのアスティ、プラープティという二人の娘
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と婚姻を結び、ジャラーサンダの支援を得て父王を廃位して牢獄に繋ぎ自

ら王位に就い た。ヤドゥ族の首領クリシュナの改革的な精神に常に怯え、

最後にはクリシュナに誄殺された。

ドゥルヨーダナは、rマ ハーバーラタ』のカウラヴァ百王子の長で、従

兄弟同士の骨肉の争いでパーンダヴァ五王子に敗れた。

chaucakavema 回alikejhari/ajahumhonaradekhuvicari//

六人のチャクラヅアルティー（転輪王）は領土を失った。さあ人間よ、

考えてみよ。

haniatakasyapajanakabali/isabachekalajamakeduari//

ハヌマーン、カシュヤパ、ジャナカ、ツァーリ、これら全員がヤマ（閻魔）

に囲まれた。

〈注〉ハヌマーンは、r ラーマーヤナ』に登場する猿将であり、ラーマ王子を羅

刹成敗でたいへんな支援を行った。ジャナカは、ラーマ王子の妃スイーター

の父でありミテイラー国土で哲人でもあった。 ヴァーリ は、ラーマ王子

の妃スイーターが羅刹ラーヴァナに誘拐されとき、ラーマを助けてスイー

ターを救出しか猿エ スグリーヴアの兄。兄によって玉、国を追放されていた

スグリーヅアは、ラーマと協約し、ラーマ王r・の支援を得たヴァーりによっ

て殺された。

カシュヤパは、ヴェーダやブラーフマナ聖典に登場する偉大な聖仙・帝

師である。『マハーバーラタ』やプラーナ聖典の伝承では、ブラフマー神

の人間の六人の息子たちの一一人マリーチが自己の意欲の力で生んだ息子が

カシュヤパである。カシュヤパはダクシヤ・プラジャーパテ イの17人の娘

と結婚したと伝えられているため、広い意味をもつゴートラ（種姓）であ

るので、ゴートラのない個人のゴートラとして見なされている。

gopicandabhalakinhajoga/jasaravanamaryokaratebhoga//

コーヒーチャントは勝れたヨーガ行を修し、ラーヴァナは享楽に溺れて

死んだ。
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〈注〉コーヒーチャントは、バザーリープラサード・ドヴィヴェーディーらによ

る、主に古ベンガル語のr コーヒーチャントの歌』（Gopicandergnn) など

ナート派文献の研究によれば、11 世紀ころのベンガル地方の工で、母の勧

めで二人の妃を東てて出家しナート派のスィッダ（成就者）ジャーランダ

ラ・パーダの弟了・カーンバ・パー（クリシュナ・パーダ）に師事・した。

aisijatadekhinarasabahi ぶjana/kahahikabirabahiuramanama//

このように人みなの命が逝ってしまっだのを見て、カビールは言う、ラー

ムの名号を念誦せよ。

(10)

sabahimadamatekoinajaga/saiigahicoragharamusanalaga//

人みな酔い痴れ誰も覚めず、同時に盗人が家々に盗みに入る。

jogimatejogadhyana/panditamateparhipurana//

ヨーガ行者はヨーガ・静慮に酔い痴れ、パンディット（ヒ ンドゥー教学僧）

はプラーナ聖典を読んで酔い痴れた。

tapasimatetapakebheva/sanyasimatekariahameva//

苦行者は苫行の秘密に酔い痴れ、出家遊行者は「我こそは」といって酔

い痴れた。

maulanamateparhimusapha/kailmatedainisapha//

マウラーナー（イスラーム教学者）は聖典グラーンを読んで酔い痴れ、

カーズィー（イスラーム法官）は正義を説いて酔い痴れた。

samsarimatemayakidhara/rajamatekarihamkara//

世間の人はマーヤー(幻力)の流れに酔い痴れ、王侯は自尊心に酔い痴れた。

matesukadevaudhavaakrura/hanivantamatelela 面ura//

シュカデーヴア、ウッダヴア、アクルーラは酔い痴れ、ハヌマーンは己

の尻尾に酔い痴れた。
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〈注〉シュカデーヴア仙は大叙事詩の作者ヴイヤーサの息子で、r バーガヴァタ・

プラーナ』の語り于であり大学者とされている。ウッダヴアは『バーガヴァ

タ・プラーナ』によればクリシュナの親友でヤドウ族の宰相である。アク

ルーラも『バーガヴァタ・プラーナ』によれば、クリシュナの帰依者であ

るのに、クリシュナの叔父である悪工カンサの使者となってクリシュナと

その兄バララーマを罠にかけて殺そうとする企てに荷担した。

sivamateharicaranaseva/kalimatenamajaideva//

シヴア神はハリ（ヴィシュヌ）神の御足の奉仕に酔い痴れ、カリ（末法

の劫期）にナーム（デーヅ）とジャエデーヴは酔い痴れた。

〈注〉ナームデーヴについては、『宗教詩ビージャク』解説I 「カビール思想の歴

史的背景」、とくにpp.282-3を参 照。ジャエデーヴ（Skt.ジ ャヤデーヴア）

は12世紀ベンガル地方のセーナ王朝の宮廷詩人でサンスクリット語の美

文体でクリシュナとラーダー姫の美しい恋愛詩r ギ ータ・ゴーヅインダ』(Gitaifovinda)

を著した。

satasatakahaisumritibeda/jasaravanamareugharakebheda//

法典、ヴェーダは真実を語っている。ラーヴァナが家の内紛で死んだよ

うに。

〈注〉この後半句は前行までの例証であり、「ラーマーヤナ」によれば、ラーヴァ

ナの弟ヴィビーシャナは、スィーター姫を誘拐した兄を正しい道に戻そう

として、スィーター姫奪還の戦でラーマ王子に味方した。

cancalamanakeadhamakama/kahahikabirabhajuramanama//

浮ついた心の下卑た欲望。 カビールは言う、ラームの名号を念誦せよ。

(川sivakasikaisibhaitumhari/ajahu

乱hosivalehuvicari//

シヅアよ、汝のカーシーはどうなった、今、シヴアよ、考えてみよ。
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covacandanaagarapana/gharagharasumritahoyapurana//

香料、白檀、線香、バーン、家々で法典やプラーナ〔の講釈〕が行われ

ている。

bahuvidhibhaunelagubhoga/aisonagrako 】ahalakarataloga//

たくさんの種類の供物を捧げ、人びとはこの街で喧噪を起こしている。

bahuvidhiparajalogatora/tehikaranacitadhithamora//

汝には多様な信者かおり、そのために私の心も図々しくなった。

hamarebalakavakeihaigyana/toharakosamujhavaiana//

私の知識は子供のもののよう、〔しかし〕汝にほかに誰が言って聞かせ

ようか。

joiehimanaserahalaaya/jivakamaranakahukahamsamaya//

様々な気持ちで 人びとは〔ここに〕やって来て住んでいる、個我は死ん

でどこに納まるのか、言ってみよ。

takarajokachuhoyaakaja/tahidosanahimsahabalaja//

彼らになにも利益がなければ、それは［汝の］欠点でもなく恥でもない、

主よ。

haraharasitaso 而kahalabheva/jaha 函hamataha 函dusaranakeva//

ハラ（シヴ ア）は喜々として内密を話した、私かいるところに他の者は

いない〔と〕。

dinacarimanadhrahuffidhira/jasadekhaitasakahaikabira//

四日の同心で辛抱せ よ、カビールは見たように言う。

(12)

hamarekahalakenahimpatiyara/apaburenarasaliladhara//

私の言ったことを〔誰も〕信ぜず、ひとは〔輪廻の〕流れに自ずと沈む。
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andhakahaiandhapatiyaya/jasavesyakelaganadharaya//

盲者が言えば盲者は信用する、遊女の婚姻ができるようなもの。

sotokahiyeaisoabujha/khasamath 町hadhiganahi 而sujha//

そう言う者はとても愚かで、夫がすぐ傍にいても気づかない。

－ － －
。口 －

● － － ミ口 ●●ミapanaapanacahaimmana/jhuthaparapancasamcakarijana//

ひ と は 各 々 の 名 誉 を 望 み 、 偽 り の 妄 語 を 真 正 と 言 う 。

jhuthakabahumnakarihaimk 乖1/haumbarajauf 乱tohisununilaja//

偽りは決して利益をなさず、私は汝を止める、聞け、恥知らずよ。

chairirahupakha回amanahubata/nahi 桁toparaijahujamakehatha//

虚偽を棄てよ、〔私の言う〕ことを認めよ、そうでなけ れば閻魔の手に

堕ちよう。

kahahikabiranarakiyonakhoia/bhatakimualajasabanakaroiha//

カビールは言う、ひとは〔真実在を〕探さず、荒野の玲羊のように迷っ

て死んだ。
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